















































2009年 30,110（57.4％） 22,327（42.6％） 52,437 28,287（22.1％） 99,923（77.9％）128,210 32,610（38.7％） 51,728（61.3％） 84,338
2010年 30,131（57.3％） 22,463（42.7％） 52,594 27,289（21.9％） 97,255（78.1％）124,544 32,012（36.5％） 55,776（63.5％） 87,788
2011年 31,718（58.4％） 22,622（41.6％） 54,340 27,416（22.5％） 94,637（77.5％）122,053 30,165（34.9％） 56,361（65.1％） 86,526




























































































































































2. 3 研究対象とした K 高校の概要とパフォーマン
ス活動の概要


































































が半数在籍する K 高校（広域通信制高校）の高校 1
年生から 3年生を対象とした。
3. 1. 1 調査対象
対象人数は，656名（不登校経験あり：357名，不
登校経験なし：299名）であった。その内訳は，パフ










3. 1. 2 調査時期
調査時期は，高校 1年生は入学直後，高校 2, 3年
生は進級時直後である 2012年 5月に行った。















人数 平均年齢標準偏差 15歳 16歳 17歳 18歳 19歳 20歳 21歳 22歳 23歳 24歳 25歳 26歳 27歳 28歳 30歳 32歳
5日通学 437 16.27 1.16 115 150 132 36 0 1 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0
フレックス 88 16.77 1.04 10 26 29 20 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
在宅 131 17.95 2.65 7 19 49 29 10 6 1 2 0 3 0 1 1 2 0 1






































































M F M F
１
年
パフォーマンス 11 15 9 21 56
総合進学 21 15 12 3 51
国際 5 4 8 4 21
ペット 2 9 1 4 16
福祉心理 3 4 2 1 10
オンリーワン／
フレックス／在宅 24 13 21 15 73
小計 66 60 53 48 227
２
年
パフォーマンス 6 7 8 12 33
総合進学 12 22 19 5 58
国際 4 4 8 5 21
ペット 0 3 3 5 11
福祉心理 3 3 2 1 9
オンリーワン／
フレックス／在宅 19 27 18 9 73
小計 44 66 58 37 205
３
年
パフォーマンス 4 5 5 9 23
総合進学 7 14 17 10 48
国際 2 2 2 3 9
ペット 0 5 0 8 13
福祉心理 2 2 2 1 7
オンリーワン／
フレックス／在宅 38 40 28 18 124
小計 53 68 54 49 224





































4. 3. 3 「肯定的な未来志向」の結果
肯定的な未来志向得点については，コースの主効果













































































































































第 5章 考 察
5. 1 精神的回復力尺度の下位因子とパフォーマンス
活動との関連
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付表 1 精神的回復力尺度（小塩ら，2002）
新奇性追求
1．色々なことにチャレンジするのが好きだ
2．新しいことや珍しいことが好きだ
3．ものごとに対する興味や関心が強い方だ
4．私は色々なことを知りたいと思う
5．困難があっても，それは人生にとって価値のあるものだと思う
6．慣れないことをするのは好きではない（＊）
7．新しいことをやり始めるのはめんどうだ（＊）
感情調整
1．自分の感情をコントロールできる方だ
2．動揺しても，自分を落ち着かせることができる
3．いつも冷静でいられるようこころがけている
4．ねばり強い人間だと思う
5．気分転換がうまくできない方だ（＊）
6．つらい出来事があると耐えられない（＊）
7．その日の気分によって行動が左右されやすい（＊）
8．あきっぽい方だと思う（＊）
9．怒りを感じるとおさえられなくなる（＊）
肯定的な未来志向
1．自分の未来にはきっといいことがあると思う
2．将来の見通しは明るいと思う
3．自分の将来に希望をもっている
4．自分には将来の目標がある
5．自分の目標のために努力している
＊は逆転項目
大橋 節子：不登校経験のある高校生のレジリエンスに対するパフォーマンス活動の効果と学校適応への影響 ２７
